
■会議報告
第１４回 International Congress on Plasma Physics
（ICPP２００８）

第１４回 International Congress on Plasma Physics（ICPP

２００８）が，２００８年９月８日から１２日の５日間にわたって日

本の福岡国際会議場で開催された．ICPP はプラズマ物理

に関する最近の進展および今後の展望について幅広く議論

する国際会議であり，ほぼ２年毎に開催されている．開催

地については，かなり以前に国際アドバイザリー委員会

（IAC）において議論があり，「できるかぎりヨーロッパ，

アジア／オセアニア，南北アメリカの３地域の間で持ち回

り開催とする」という共通合意が得られていたが，近年や

やもするとヨーロッパからの開催提案が多くなりがちで

あったため，今回，アジアや日本の研究者間で相談し福岡

開催提案に踏み切った．日本における開催は，これまで第

１回（１９８０年）および第８回（１９９６年）がともに名古屋で

あり，今回の福岡会議は第３回目となる．

会議の一般トピックスは，G-A: Fundamental Problems

of Plasma Physics，G-B: Magnetically Confined Plasmas，

G-C: High Energy Density Plasmas，G-D: Space and Astro-

physical Plasmas，G-E: Plasma Applications，G-F: Sprout-

ing Approaches and New Trends と６つに大別された．学

際的なつながりを重視して異分野間にまたがった議論がで

きるように８つのFocused Topics（F-A: Advanced Plasma

Physics in LinearDevices，F-B:Advance inTurbulence and

Structure Formation Physics，F-C: Laboratory-Space-

Astrophysical Plasma Interrelation，F-D: Frontiers of Dust

Plasmas，F-E: ITER-Driven Plasma Physics，F-F: Edge

Plasma Physics andMaterials Interaction，F-G: Plasma Op-

tics and Photonics，F-H: Bio/Nanotechnology Frontiers-

Plasmas with Gas/Liquid Interfaces）が設けられた．代表的

な１日の流れとして，午前中に Plenary 講演を２件，In-

vited 講演を６～９件，昼食明けにポスターセッション，そ

れに引き続いてOral 発表が２４件程度用意された．Invited

講演およびOral発表は，２つ以上に分かれるパラレルセッ

ション形式とした．全体としては，Plenary講演が９件，In-

vited講演が３７件，Oral発表が７２件であり，ポスター発表は

６１５件であった．ここ数回の会議と比較して非常に発表件

数が多かったが，ポスター発表に関しては取消／不参加が

見受けられた．アブストラクト提出者で事前登録のない人

たちに対して，当日登録の可能性を残す限りポスターボー

ドを削減するわけにいかず，発展途上国の事情や海外の一

部の登録申請者の傾向が浮き彫りになっており今後の課題

であろう．Plenary講演とInvited講演をトピック別に見て

みると，Plenary 講演はA～C：各２件，D～F：各１件で

あり，Invited 講演はA：８件，B：１３件，C：１件，D：７

件，E：６件，F：２件であった．Contributed Paper（申請

ベース）としては，A：２２５件，B：１９７件，C：４４件，D：９２

件，E：２７６件，F：２１件であった．第２回原子力平和利用

国際会議（通称「ジュネーブ会議」）において核融合研究が

公にされてからちょうど５０年目の節目の年であることを記

念して，会議初日にRoald Sagdeev 氏から「Plasma phys-

ics：Evolution in 50 years and the outlook」と題したKey-

note 講演，並びに会議の中日の午前中に飯吉厚夫氏（中部

大）から「Development of fusion science studies in the fifty

years」と題した特別講演をいただいた．世界のプラズマ核

融合研究の流れを的確にしかも平易にまとめておられ，好

評であった．会議の最後は，FriedrichWagner氏によるIn-

vited 講演「The power of plasmas」が行われた．講演は，非

平衡開放系であるプラズマに関する現在のトピックスを総

合的かつ横断的に紹介する興味あるものであった．

その他の催しとしては，月曜日のOral発表後に，IUPAP

（International Union of Pure and Applied Physics）Young

Scientist Prize in Plasma Physics の授賞式・講演が行われ

た．今回は「高温プラズマに関する研究」が受賞対象となっ

ており，DIII-DトカマクにおけるAlfven Eigenmodesに関

する研究でMichael Van Zeeland 氏（GA）が受賞した．

プラズマ物理学の今後の展望を図る上で「人材育成」は

大変重要な課題であるが，前回，前々回と続けて行われて

いた教育に関する討論会はその内容やセッションのあり方

が極めて難しくまた中途半端なものであったとの評価か

ら，今回は採用しなかった．

ICPP では近年参加者数が減少傾向にあったが，今回は

７４０名程度とここ数回の実績を大きく上回る参加者数で

あった．ただ，日本からの参加者数が５２７名と約７割を占め

ていたことは，日本のプラズマ物理研究のアクティビティ

の高さを示している一方，日本で開催される国際会議の中

では外国人参加者比率がこれでもかなり高かったことを考

えると，依然として日本開催での傾向を示しているかもし

れない．次回は，LatinAmericanWorkshop inPlasmaPhys-

ics と共同開催という形で，２０１０年８月（時期は予定）にチ

リのサンティアゴあるいはその近郊で開催される予定であ

る．核融合研究が５０年の年月を経てITER時代に入った今，

広がりをもつプラズマ物理研究として次の２５年，５０年へ向

けた方向性が，ICPP のあり方とともに示されることを期

待したい．

日本から始まった国際会議の久し振りの日本開催という

ことで，国内の多くの方々に組織委員会，プログラム委員

会，出版委員会，財務委員会等でご尽力いただき，会議の

運営を強く推進していただいたことに感謝したい．会議開

催には，九州大学のメンバーのみならず九州一円や関係の

研究者の協力・尽力によるところも大きい．ここに改めて

厚く御礼申し上げたい．なお，プログラムが http://www.

triam.kyushu-u.ac.jp/ICPP/program/download/dailypro-

gram0901.pdf にアップロードされている．会議での発表内

容に興味をお持ちの方は，ご参照ください．

花田和明，佐藤浩之助（九大応力研）
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基礎プラズマ分野

ICPPはプラズマ物理全般に関する大規模な会議であり，

核融合だけでなく応用や基礎プラズマの比率が比較的高

い．基礎プラズマの基調講演は二件であったが，その両方

ともが構造形成を軸とした発表であったのが印象的であっ

た．その他の講演・ポスターについても，構造形成を扱っ

たテーマが多く見受けられた．

九州大学の伊藤早苗博士の基調講演は「Structure forma-

tion in turbulent plasma」と題して，乱流とメゾスコピック

の揺動の非線形結合等，異なった時空間スケールの揺らぎ

間の直接的相互作用や，zonal flow を介した間接的相互作

用が輸送特性に及ぼす重要性について述べており，理論・

計算・実験が高いレベルで結びついた講演であった．関連

するポスター発表も多く，それぞれが興味深い内容であ

り，「流れと構造形成」がホットトピックスとして，大きな

潮流を成していることを窺わせた．

もう一つの基調講演である独Christian-AlbrechtUniver-

sity の Alexander Piel 博士の講演は，三次元のネスト配列

を持った球体のクーロン結晶についてのものであった．

Piel 博士のグループではYukawa ball と呼ばれるこの配位

の形成メカニズムとダイナミクス・揺動について細密な実

験が行われており，数値計算との良い一致が得られてい

た．計測法についても報告があり，複数方向からの視覚情

報からステレオスコピーあるいはデジタルホログラフィと

いった技法を用いて三次元再構成を行うなど，この分野に

おける最も精力的なグループの一つであるという印象を受

けた．

その他の講演においては，乱流・非中性プラズマ・ダス

トプラズマ・放電・波動他，幅広い分野に渡っており，基

礎プラズマ分野の広がりと研究のアクティビティの高さを

感じさせるものであった．ポスターに至ってはさらにバラ

エティに富んでおり，そのすべてを網羅することは困難で

ある．個人的に印象深かったのはAC放電中の電流フィラ

メントが結晶構造を取るという実験で，その形成過程にお

いて，乱流状態や相転移のような現象が観測されていた．

また，非中性プラズマを用いて二流体プラズマの生成を試

みるといった独創的な発表も見られ，活発な議論が展開さ

れていた．かように多岐にわたる分野の発表に触れられる

国際会議であったが，一方でやや散漫であるという印象も

残った．

三瓶明希夫（京都工繊大）

磁場閉じ込めプラズマ分野

今回の ICPP では，他分野と比較して磁場閉じ込め核融

合分野の発表が多かった．また，日本からの発表が非常に

多く，その分諸外国，特に欧米からの実験に関する発表が

きわめて少なかった．核融合研究が公となって５０年目の節

目の年にある記念すべきIAEA核融合エネルギー会議が約

１ヶ月後に控えているという状況を踏まえると，それは致

し方なかったのかもしれないが，非常に残念であった．

磁場閉じ込め核融合分野からの Plenary 講演は３件あっ

た．伊藤早苗博士（九大）からは，乱流プラズマ中に見ら

れる構造形成について，従来の「linear，local，determinis-

tic」ではなく「nonlinear，nonlocal，probabilistic」という

視点から理解すべきであり，そこでは理論，それに基づく

シミュレーションと実験の三者協調が重要であるという提

言があった．また，金子修博士（核融合研）からは，LHD

における最近の研究成果，特に「高密度運転モード」と「高

イオン温度の達成」について報告があり，今後の展望につ

いても述べられた．A. Sykes 博士（英国カラム研）からは，

スフェリカルトカマクの歴史と今後の展望について述べら

れた．その中で，つい最近ファーストプラズマ点火に成功

した九大のQUESTを始めとして多数の ST装置を保有す

る日本に対する期待が示された．

Invited 講演は１５件あったが，「周辺プラズマ」に関する

報告が４件と最も多かった．その中で朝倉伸幸博士（原子

力機構）による LモードおよびHモードプラズマにおける

SOLプラズマ流とその不純物輸送への影響に関する報

告，大野哲靖博士（名大）による統計的手法を用いたトカ

マク，ヘリカルおよび直線装置における非拡散的Blob輸送

の解析結果に関する報告があり，日本の同研究に対するレ

ベルの高さを感じた．また，「非拡散輸送」に関する報告も

上述の大野博士の発表を含めて３件と多かった．B.Ph.van

Milligen 博士（CIEMAT）は非局所輸送現象として類別さ

れる現象に対する確率論的アプローチに基づくモデル化に

ついて報告し，P.H. Diamond 博士（UCSD）は運動量の非

拡散輸送に関する理論的考察，特に圧力勾配による残留応

力の影響について報告していた．その他，O. Grulke 博士

（MPIPP），E. Kim 博士（Univ. of Sheffield）らが乱流理論に

関する報告を，J.W. Van Dam博士（Univ. of Texas）が燃焼

プラズマに向けた研究課題に関する報告を，G.S. Lee 博士

（NFRI）がファーストプラズマ点火に成功したKSTAR

のこれまでの総括および今後の展望を紹介していた．

他の講演（Oral，ポスター）については件数が多いので，

特に印象に残った発表を取り上げる．数少ない欧米からの

発表の１つとして，M.G. Bell 博士（PPPL）からNSTX

における最近の研究成果について，特に強化されたリチウ

ムコーティングによって得られた様々な成果について報告

がなされた．NSTXに関しては，西野信博博士（広島大）に

よる高速カメラを用いたイオンフロー速度の二次元分布測

定の初期的結果の報告もあった．NCSX計画の中止を受け

て，NSTXにおける研究の進展が今後益々期待されるとこ

ろである．直線型低温プラズマにおける低周波乱流揺動の

非線形結合や空間構造などに関する実験報告が永島芳彦博

士（東大）や稲垣滋博士（九大）らからあった．これらの

発表は，直線型低温プラズマ実験が低周波乱流揺動に関す

る理解を深化させるのに非常に役立つことを示しており，

今後こうした実験研究が活発化していくものと思われる．

しかしながら，会議直前に実験を終了した JT‐６０Uと実

験が開始されたばかりのQUESTからの発表がほとんどな

かったのは寂しかった．今後，開催される会議において，

その結果が大いに発表されると期待したい．

田村直樹（核融合研）

Information
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高エネルギー密度プラズマ分野

慣性核融合分野ではアメリカGeneral Atomics（GA）の

Rich Stephens 博士が高速点火レーザー核融合に用いられ

るコーンガイドつきターゲットにおける高速電子の発生と

輸送特性について日米欧の研究の進展をレビューし，活発

な議論がなされた．中国からは Jie Zang 博士により中国に

おけるレーザー開発の進展とレーザー核融合研究の進展，

日本との含む国際協力などの現状が発表された．中国では

２０１２年完成をめざして神光II（20 kJ/0.35 μm/3 ns間接照射
タイプ）を建設中であり，さらに神光 III（200 kJ/0.35 μm
/3 ns）の 48 beam中，8 beamのプロトタイプが完成するな

ど精力的な大型レーザー装置開発が進んでいる．フランス

のCELIA（ボルドー）からは P. Nicolai 博士による PAALS

レーザーを用いたジェット流の発表があり，同じくCELIA

のM. Olazabal-Loume博士からは阪大で５年前に論文発表

されたダブルアブレーションの流体不安定性の成長につい

て詳細な理論研究が発表されるなど，レーザーアブレー

ション近傍の物理モデリングが着実に進歩していることが

感じられた．日本からは 阪大から極端紫外光源の成果，

実験室宇宙物理，高速点火レーザー核融合のトピックスで

多数の発表がなされ，宇都宮大からは重イオンビーム核融

合のターゲット設計，九州大からはレーザー核融合ロケッ

トの理論的，実験的研究が発表され，スペクトルの広い分

野全体にわたって活発に議論が展開された．

砂原 淳（レーザー総研）

宇宙・天文プラズマ分野

宇宙・天体プラズマのカテゴリーでは，９４件の発表申し

込みがあったそうだが，ポスター会場を回ってみると，ポ

スターボードに張られているポスター番号が飛び飛びに振

られ，また，ポスターそのものが貼られていないボードも

多々あり，実際の発表件数はかなり少なかったようだ．し

かし，口頭発表での質疑応答やポスターが貼られているス

ペースでは，熱心な議論が行われていて，会議として盛り

上がっていたと思う．

宇宙・天体プラズマが取り扱う分野は非常に幅広い．身

近のところから始めると，冬の稲妻発生時における高エネ

ルギーガンマ線の観測，地震の前駆現象における物理，

オーロラアークの形成過程など地球上で発生する現象か

ら，地球磁気圏におけるプラズマ現象，太陽のフレア爆

発・コロナ加熱・太陽風における不安定性現象など地球近

傍で発生する現象，さらに太陽系を飛び出して，太陽圏（太

陽風の影響が及ぶ範囲）プラズマ，活動銀河核からの

ジェットやガンマ線バースト現象など他の銀河における現

象まで，地球内部から宇宙の果てまでを網羅している．こ

れら広範囲に渡る発表すべてについて紹介するのはさすが

に無理なので，以下印象に残った講演の紹介を行う．

一本潔博士（京大）は，太陽観測衛星「ひので」による

観測結果を紹介した．「ひので」は，可視光磁場望遠鏡

（SOT）とX線望遠鏡（XRT），極紫外撮像分光装置（EIS）

という３つの観測装置をつんだ軌道太陽天文台で，２００６年

９月に宇宙航空研究開発機構によって打ち上げられた．観

測開始以来，太陽表面の微細な磁場構造やコロナ領域での

アルベン波の伝搬など，数々の成果を挙げている．本講演

では，黒点周りの微細な磁場構造のダイナミクスなどを

ムービーで紹介した．「ひので」の高解像度の観測装置に

よって，太陽におけるプラズマのダイナミクスが詳細に分

かってきたが，これらの映像を眺めれば眺めるほど不思議

な現象が多々見つかり，太陽におけるプラズマ現象の不可

思議さがますます深まった印象を受けた．

Ji 博士（PPPL，USA）は，宇宙物理で長年議論されてき

た，降着円盤における角運動量輸送の問題を実験室で再現

しようとする野心的な実験を紹介した．この実験は，２つ

の同軸シリンダーの間を液体で満たし，それを回転させた

ときの流れの分布などを調べるというものである．水を

使った実験では，レイノルズ数が２×１０６程度での準ケプ

ラー型の流れは，本質的に層流であることがわかった．こ

の実験結果から降着円盤のスケールでの角運動量の輸送率

を見積もると，宇宙物理で見積もられている結果よりかな

り低い値となって，流体力学的な乱流が輸送機構の原因で

はないことが示唆された．また，磁場をかけた場合での液

体ガリウム共晶混合物を使った実験では，角運動量輸送に

関するMHD不安定性が調べられ，磁化された乱流のシア

フローから非軸対称なMHD擾乱が発生することが示され

た．宇宙物理の大きな謎である降着円盤の問題を室内実験

から如何に解決できるか，興味深い研究発表であった．

Potgieter 博士（North-West University，South Africa）

は，太陽活動・宇宙線の変化と太陽圏の形状とそのダイナ

ミックスの関係を，MHD方程式と宇宙線に係る輸送方程

式を組み合わせたハイブリットモデルで調べた．太陽圏に

は太陽風が届く限界の領域があり，そこにはショックが形

成される．太陽系外からの宇宙線がこのショック領域を通

過して，太陽圏外から圏内へどのように輸送・加速され，

太陽活動に影響するかについて紹介された．このシミュ

レーション結果を衛星観測や地上観測の結果と比較してい

たが，太陽圏を突破した衛星と言えばボイジャー１号しか

なく，ボイジャー２号はショック領域へとようやく近づい

ただけである．シミュレーションと比較するには観測結果

があまりにも不足しているという印象は否めない．しか

し，プラズマ物理の応用範囲がいかに広大かを実感した発

表であった．

私が ICPP に参加したのは今回が初めてであった．

Plasma Physics と会議名になっているだけあって，プラズ

マ物理・核融合プラズマの基礎から応用まで，観測・実

験・理論・シミュレーションと実に幅広い分野の発表があ

り，大変満足のいく会議であった．会議を成功へと導いた

現地実行委員会のメンバーに感謝申し上げたい．

大谷寛明（核融合研）

プラズマ応用分野

今回の ICPP においては，実行委員会の積極的な広報活

動が実り，日本を中心としてプラズマ応用分野から多くの

発表が行われた．

Plenary talk においては，P. Chabert 博士（CNRS-Ecole

Journal of Plasma and Fusion Research Vol.85, No.3 March 2009

１３６



Polytechnique，フランス）が２周波駆動の容量結合型装置

を中心とした報告を行った．２つの周波数で駆動するとい

う概念自体は，それぞれの高周波に別々の役割を担わせる

のが元来の設計思想だが，講演においてはそれらの相乗効

果についても報告された．プラズマ応用研究がただ単なる

技術の組み合わせではなく，物理に踏み込んだ研究を育ん

でいることを印象づけた．

また招待講演においては，A. Fridman 博士（Drexel Uni-

versity，USA）グループの大気圧プラズマ等を駆使した生

体皮膚組織の改善，金子俊郎博士（東北大，日本）グルー

プの液体－気体境界面プラズマを用いた新規ナノバイオ物

質の創製などのプラズマ新領域開拓に関る講演があった．

一般講演の多くは，最近のプラズマ応用研究の広がりを

反映して，多種多様な発表が行われた．前述の P. Chabert

の発表に見られるような低圧プラズマに関する研究の継続

性を持った充実はもちろんのこと，大気圧プラズマ生成も

ここ数年の研究の進展が定着してきた感もある．両圧力帯

のプラズマを用いることで，ナノ材料合成，液中・液面プ

ラズマ生成，バイオ応用と，今後とも伸びしろの大きい発

展が期待される応用分野が広がり，それらの研究の隆盛を

印象付けた．

今回のプラズマ応用分野のセッションで出色だったの

は，２日目のナイトセッションで行われた"International

Workshop onPlasmaApplications"であったと思われる．こ

こでは，産業応用に重点をおいて，国際的な発表がなされ

た．ナイトセッションという特質が生かされ，各発表者が

国際会議の発表という量や質に縛られない自由な発表・討

論を行い，かつ国際的な発表者の顔ぶれが確保されたた

め，かなりプラズマ応用に対する各国の現実や本音を反映

した情報が含まれていた．国際的な潮流の中で，自分自身

の研究の立ち位置を再認識する機会を得られた．

今回の会議はプラズマ「物理」の会議であり，ともすれ

ばプラズマ応用分野に物理があるのか，発表枠を確保する

意義がどの程度あるのか，というように他のプラズマ分野

から疑義を持って見られることがあったかもしれない．そ

れらの疑念に対して，今回の多くの発表は，プラズマ応用

研究にある学術的な重要性をある程度示すことができたと

考えられる．今後もそのような学術的基礎に立脚すること

の重要性を認識した上で，有望な応用分野の発展に尽くす

必要がある．

平田孝道（武蔵工大），酒井 道（京大）

Information
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